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句の中には、naẕar utarnā(邪視が落ちる) 、naẕar utārnā(邪視を落と
す)、 cashm-e bad dūr(邪視よ去れ)、cashm zakhm ānā(目が傷つく(邪
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1 邪視の概念およびわが国における邪視の研究の歴史については、
[奥西 1992:452-465]が詳述している。 
2 詩句を集めるに当たり、畏友スハイル・アッバース・ハーン(Dr. Suhail 
‘Abbās Khān、現東京外国語大学外国人教員)の多大なご教示を得た。ここに
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